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　第一に 問題 と な る の は， こ の 時期 に 達 成 され た中国 か ら の
「
独 立 」 と は 何 だ っ た の か

とい うこ とで あ る 。 蔚末五 代に は そ れ は藩鎮割拠か ら十国の
一

つ へ の道 だ っ た が ，宋代

に は 冊封体制に 参入 して 外藩の 位置を確保す る こ と が求め られた 。 そ こ で
’」
安南都護府

の 後身
／1

と し て の 唐的 な王 朝国家 が 形成 さ れ た が ，そ れ は権力 の 東南 ア ジ ア 的体系性 と

な お 両立す る も の だ っ た 。

　第二 に ，上 の 問題 と表裏
一

体 をなす 「ベ トナ ム 型華夷秩序」 の 内実が問わ れ る 。 10世

紀 の独立 の前後に特 に問題に な る の は ，雲南 （南詔 ・大理）お よ び 占城 と の 関係で ある 。

独立前後に お い て ，ベ トナ ム の
“
雲南化

”
の 可 能性は 十分 あ っ た （雲南 も

一定 の 中国化

を とげ て い る）。 雲 南 ＝西 方 の 自己 と対等 の 世界 と い う意識 は15世紀 まで存続す る 。 占

城に つ い て も， こ れ を当初か ら の 朝貢国と み る の は 当た らず，自己の 統合の た め に 勝利

の 遠征 を行う対象で は あ っ た が
， 同時に 両方向に 亡 命や 干渉が 行わ れ る よ う な 関係 で も

あ っ た。領土砿 大 と して の
「南進」 は ，14匳紀 以 降の 現 象で あ る。

　 13世紀 か ら 15世紀 にか けて，元 ・
』
明代 東ア ジ ア の 変動 に 対 応 して ，ベ トナ ム の 東南 ア

ジ ア 的側面は 中国的体系 の 中に 包摂 さ れ て ゆ く 。

「中国式民族国家」 と して の 統治体制

の 整備 と歴 史の 再構成が 行わ れ ， 南の 占城 ， 西 の 哀 牢な ど を含 む
「ベ トナ ム 型華夷秩序 」

が 実現 さ れ る。 こ う し て ，長 い 試行錯誤 と変容 の 末 に ，
「
小 中華」

ベ トナ ム が確立 し た

の で あ る 。

ベ トナ ム に お け る植民地支配 と華僑

　　　　　　　　　　　
一

コ
ー

チ シナ を中心に
一一一 高田洋子

　 フ ラ ン ス 植民地化以前 の メ コ ン ・デ ル タ は ，ベ トナ ム 王朝の 支配権力が 十分に浸透 し

な い 多民 族的 な空間 で あ っ た 。 フ ラ ン ス 植民 地政府 は こ の 地域 に資本主義経済 の 支配原

理 を導入 し，植民地 的統合 を果 た し た。そ の 結果 メ コ ン
・

デ ル タ に は ，大規模な米輸出

地 帯が 出現 したが，華僑は ，こ の 米 産業 の 発展の な か で 流 通 ・加工 部門 を担 い ，植民地

経営上 も不可 欠 の 存在 とな っ た 。 で は ，ベ トナ ム 南部の 植民地再編過程の 中 で ，フ ラ ン

ス は 中国人移民 を ど の よ う に受 け入れ
， 位置付け た の か ？　 当時，同様 に華僑 の 存在が

大 き く な り つ つ あ っ た 他 の 東南 ア ジ ァ 各地 と 比 較す る と， フ ラ ン ス の 華僑政 策 に は ど の

よ うな特徴が あ る の だ ろ うか ？

　 ベ トナ ム に お け る フ ラ ン ス の 華僑統治 の 原則 は，〔1＞人種的隔離，〔10民族 的差別，甸経

済的利用 の 3 つ に 尽 きる と思わ れ る 。 報告 で は ，初め に植民地時代の 中国人移民の 趨勢

を概観 し，続 い て   阮朝の 政策か ら継承 ・再編 した
「幇 」 制度，  入頭税の 問題，  華

僑経済 の 発展 と危機な ど か ら植民地 政府 の 華僑政策 を論 じた い 。

社 会主義陣営の 中の ベ トナ ム
一栗原浩英

　ベ トナ ム 共 産党 は1954年北部 ベ トナ ム で 実質的に 政権 を掌握 して 以 来，そ の 国家の 存

立意義 を常 に 何 らか の ブ ロ ッ ク　（「民主陣営 」
「社会主義陣営」

「世界社会主義体 制」
「社
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会主義共 同体」） と の 関連 に お い て 説明 し て きた 。 こ の よ うな ブ ロ ッ ク志向は，政治 ・

経済 ・軍事各面 で の 支援確保 と い う現実的な要 請に とどまらず ，ブ ロ ッ ク を介 して 世界

革命に寄与 し よ う と す る 変革主体一一
ウ ォ ラ

ー
ス テ イ ン の い う「反シ ス テ ム 的運動」

一

と して の 共産党 の 認識 に もよ っ て い た。す な わ ち，社会主義国家と し て の ベ トナ ム は 地

域国家 とい う枠組で は とらえきれ な い 側面 をも っ て い る 。

　本報告は，1954年以降現在に至る まで の ベ トナ ム 共産党 の ブ ロ ッ クに対する認識 の 変

化をそ の 反 シ ス テ ム性 に着眼 して 分析す る と と もに ， そ こ で は具体的な形態 と して の地

域革命 （ベ トナ ム ，イ ン ドシ ナ）が ブ V ッ ク （あ る い は世界革命）に ど の よ うに結合 さ

れ ，正 当化さ れ て い っ た の かを再検討 し よ うとす る もの で ある 。

　時期区分に つ い て は概ね，以下の ように論 じ る予定 で ある 。

〔1） 1954−59 ：社会主義陣営の
一

員 と し て 陣営全体の 意志 に従 い なが ら，反 シ ス テ ム 性

　　を追求一 ジ ュ ネーブ協定遵守，地域国家 。

〔2） 1959−78 ：主体的に 反 シ ス テ ム 性 を追求 した時期一
国家社会主義体制 の 成立，南

　　ベ トナ ム に お ける武力解放闘争の 遂行，南ベ トナ ム の 社会主義的統合 （資本主義世

　　界経済か らの 離脱），地域革命 と して の イ ン ドシ ナ の 浮上 。

（3｝ 1978−86 ：そ れ まで の 反シ ス テ ム 性の 限界 と矛盾が 表面化 し た時期一 反シ ス テ ム

　　的勢力同士 の 衝突，
「社会主義共同体」 （ソ 連陣営）へ の 傾斜 と イ ン ドシ ナ三国 グ ル

　　
ー

プ の 形成。難民流出 ， 中越関係悪化 ，
カ ン ボ ジ ア 紛争に伴 う東南 ア ジ ァ 地域 ・諸

　　国家 〔ASEAN ） との 接点 の 形成 。

（4｝ 1986−　 ：反 シ ス テ ム 性 の 追 求自体が困難 と な っ た時期 （地 ：域国家 か反 シ ス テ ム 的

　　運動体か の岐路）
一 「社会主義共岡体」 の 中核 に おける シ ス テ ム 統合的勢力の 出

　　現 と 「社会主義共同体 」 の 自壊，イ ン ドシ ナ 三 国と ASEAN とい う対抗図式 の 変化，

　　 ベ トナ ム経済の世界経済へ の 統合と い う方向性 。

轌

資料 ・研究短報

ヴェ トナム 語に 翻訳 され た外国文学
一

日本文学を中心 と して
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀦田正彦

　ヴ ェ トナ ム で は ，1975年 の 南北統
一

後， こ と に 1980年代後半に な る と，外国文学の翻

訳が 盛ん に な る 。 こ れ は，国土統一に よ る 平和 の 実現に よ っ て ，ヴ ェ トナ ム 国民に も心

の 余裕が で きた こ と もある が
，

ドイ ・モ イとい う経済解放政策 の 影響で ，出版社も独立

採算制 と な り，読者 に読 ま れ る 本，読者が読み た い 本 を出版す るよ うに な っ た た め と考

え ら れ る 。

　筆者は
，

ハ ノ イ総合大学 ヴ ェ トナ ム 語科へ 留学 した 1985年10月 か ら 1987年 7 月 ま で の

約 2 年 間 に，研究 の た め の 歴史 や言語学 や 古典文学 に関す る本 と は 別 に
，

ヴ ェ トナ ム 語

の 勉強 や教授資料 と して 役立 つ の で は と考え，ベ トナ ム の 小 中学校 の 教科書 や ヴ ェ トナ

ム 語 と外国語 との 辞書 （例 えば ，英越辞典，仏越辞典，露越辞典，独越辞典，漢越辞典，

囈
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